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図３．ハイブリッド用モータの出力密度の向上
2008.9
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の予算の下に進められており、欧州、中国、韓国、日本など世界規模での開発競争が始まっている。
エネルギーデバイスとして駆動用電池に求められる要求性能は、小型、軽量すなわちエネルギー密
度の向上だけでなく、低コストであり、かつ長寿命であることが要求される。電気自動車用電池では、
深い充放電の繰り返しが電池の容量低下を招くことから長寿命化が実用化への高いハードルとなって
いた。ハイブリッド車では、バッテリーのSOC（State of Charge）に応じて制御することで寿命を飛
躍的に伸長している。
４．プラグインハイブリッド車
より環境性能に優れた次世代自動車として注目を集めているのがプラグインハイブリッド車であ
る。従来のハイブリッド車のバッテリー容量を大幅に増加させ、さらに家庭電源などからの充電装置
を追加し、短距離走行では「電気自動車走行（EV走行）」を、急加速、登り坂走行など大きな動力が
必要な場合や電池の充電量が低下した場合には、「ハイブリッド車（HV走行）」として走行する、電
気自動車とハイブリッド車の双方の機能をもっている（図６）。
EV走行可能距離の拡大により、短距離走行の際は、ガソリンを消費しないEV走行が可能である。
これにより、燃費の向上による、CO2排出量の削減や燃料の消費抑制、大気汚染の防止に加え、深夜
電力の使用により、電気代も含めたトータルの燃料代が安くなるといった経済的な効果も期待できる。
さらに多様なエネルギー源から得られる電力を使うことができることから、石油エネルギー問題への
対応性が期待されている。
実用化のためには、EV走行距離をどの程度にすればよいか、すなわち搭載する電池容量の決め方
や充電の利便性向上などの課題がある。EV走行距離は車載する電池のエネルギー量に比例すること
から、限られたスペースに、より大きな容量の電池を搭載するためには、電池エネルギー密度の飛躍
的向上が不可欠である。これらの課
題への取り組みとして、2007年７月
にトヨタ自動車は国土交通省大臣の
認可を取得して、プラグインハイブ
リッド車の公道試験を開始した。次
世代自動車としての意義が高まる中
で、その実用化へ向け、着実な取り
組みを進めている。
５．ハイブリッド車の将来
二十世紀初頭に自動車産業が勃興し、蒸気自動車、電気自動車、ガソリンエンジン、ディーゼルエ
ンジンなど石油エネルギーを用いた内燃機関自動車が淘汰の時代を乗り越えて、現在の内燃機関を中
心とした自動車文明があることは周知の通りである。しかしながら、今世紀、石油エネルギーから代
替エネルギーへの転換を迫られている状況の中で、既存の技術であるガソリンエンジン、ディーゼル
エンジンの効率をさらに高めていくと同時に、ハイブリッド車の普及による環境問題、エネルギー問
題への対応が求められている。
ハイブリッド技術は複数の動力源の組み合わせという考え方であり、互いの短所を補い、それぞれ
を組み合わせることでより高い性能を実現するという技術思想であることが理解されつつある。自動
車が人類の文明を支える利器として発展していくために、ハイブリッド技術を将来の軸に世界の各地
域の市場特性に合った自動車の導入を図っていくこと、すなわち「適時、適地、適車」の考え方が今
後益々重要になってくると思われる。
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図６．プラグインハイブリッド車
